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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

７
月
20
日
、「
ア
ス
ピ
ア
玉
城
」
で
恒
例
の
夏
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
約
６
，
０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

今
年
は
「
神
宮
式
年
遷
宮
」
に
ち
な
み
、
小
俣
町
奉

献
団
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
「
奉ほ

う

曳え
い

車し
ゃ

」
の
展
示
や
木
遣

り
唄
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
木
遣
り
唄
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ス
タ
ー
ト
。
長
更
い
な
ほ
フ
レ
ン
ズ
さ
ん
、
社
会
福

祉
協
議
会
さ
ん
に
よ
る
「
元
気
で
す
玉
城
」
体
操
を
は

じ
め「
田
丸
嬢
」さ
ん
に
よ
る「
ス
マ
イ
ル
た
ま
き
」や
、

お
や
じ
ダ
ン
サ
ー
ズ
「
ラ
ン
ベ
イ
ゴ
ウ
」
さ
ん
に
よ
る

ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
つ
り
終
盤
、
大
人
「
木
遣
り
子
」
の
勇
壮
な
木
遣

り
唄
の
披
露
に
続
き
、
飛
龍
会
に
よ
る
花
火
大
会
で
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
ア
ス
ピ
ア
夏
ま
つ
り
は
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
の
館
で
は
、
バ
ラ
風
呂
を
は
じ
め
、

浴
衣
で
写
真
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
大
勢
の
浴
衣
姿
が
目

立
っ
た
夏
ま
つ
り
で
し
た
。

８
月
３
日
、
お
城
広
場
で
「
第
39
回
真
夏
の
夜
の
祭

典
」（
主
催
：
町
商
工
会
）
が
開
催
さ
れ
、
約
８
，
０
０

０
人
の
来
場
者
が
会
場
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。

40
店
を
超
え
る
夜
店
が
会
場
を
囲
む
中
、
子
ど
も
み

こ
し
（
田
丸
神
社
神
輿
保
存
会
）
の
威
勢
の
良
い
掛
け

声
で
、
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
田
丸
嬢
」
の
バ
ン
ド
演
奏
を
は

じ
め
、
大
正
琴
、
太
極
拳
、
玉
丸
城
太
鼓
、
町
在
住
演

歌
歌
手
「
鳳
城
朋
美
」
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

芝
生
広
場
で
は
、す
っ
か
り
お
馴
染
み
と
な
っ
た「
玉

城
音
頭
」
を
は
じ
め
、「
河
内
音
頭
」
が
披
露
さ
れ
、

懐
か
し
い
盆
踊
り
の
音
色
に
誘
わ
れ
、
踊
り
の
輪
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
終
盤
に
は
、「
め
る
へ
ん
堂
」
の
ラ
イ
ブ
、

お
楽
し
み
の
抽
選
会
へ
と
続
き
、
打
ち
上
げ
花
火
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
暑
さ
を
忘
れ
て
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

締
結

災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
に

関
す
る
協
定

７
月
18
日
、
町
と
一
般
社
団
法
人
伊
勢
地
区
医
師

会
と
の
間
で
『
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
に

関
す
る
協
定
』
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
災
害
時
に
町
か
ら
の
要
請
を
受
け
た

場
合
、
町
が
指
定
す
る
救
護
所
へ
伊
勢
地
区
医
師
会

か
ら
医
療
救
護
班
が
派
遣

さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
伊
勢
地
区
医

師
会
館
で
行
わ
れ
た
調
印

式
で
は
、
伊
勢
地
区
医
師

会
畠
中
理
事
長
と
辻
村
町

長
が
協
定
書
を
交
わ
し
ま

し
た
。

７
月
18
日
、
県
伊
勢
庁
舎
で
伊
勢
志
摩
定
住
自
立

圏
推
進
協
議
会
の
第
２
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、
こ
の

中
で
伊
勢
管
内
３
市
５
町
に
よ
る
定
住
自
立
圏
の
形

成
に
関
す
る
協
定
書
へ
の
合
同
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
協
定
書
に
は
「
子
育
て
環
境
の
充
実
」「
鳥
獣

被
害
対
策
の
推
進
」「
観
光
の

振
興
」「
地
域
情
報
の
共
有
化

及
び
発
信
」
な
ど
の
取
組
み

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
定
住
自
立
圏
の

将
来
像
や
協
定
に
基
づ
き
進

め
て
い
く
取
組
み
な
ど
に
つ

い
て
、
協
議
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

７
月
20
日

　

元
気
い
っ
ぱ
い
ア
ス
ピ
ア
玉
城

８
月
３
日

　

第
39
回　

真
夏
の
夜
の
祭
典

畠中理事長（左）辻村町長（右） 辻村町長（左）鈴木市長（右）

2だれもが安心して、元気に暮らせるまち ふるさと玉城　2013-09

注
目
の
話
題

玉 城 の 夏 祭 り



県
指
定
伝
統
工
芸
品

「
伊
勢
の
根
付
」製
造
者
に
認
定

８
月
１
日
、森
本
節
治
さ
ん
（
佐
田
）

が
７
月
19
日
付
で
県
指
定
伝
統
工
芸
品

「
伊
勢
の
根
付
」
の
製
造
者
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
、
辻
村
町
長
へ
報
告
し
ま

し
た
。

根
付
と
は
、
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ

な
彫
刻
で
、
煙
草
入
や
、
印
籠
を
帯
へ

提
げ
る
留
め
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お

り
、
江
戸
時
代
に
は
お
伊
勢
参
り
の
土

産
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

森
本
さ
ん
は
、
朝
熊
岳
に
生
育
す
る

貴
重
な
「
朝
熊
黄つ

楊げ

」
を
材
料
に
、
動

植
物
を
モ
チ
ー
フ
に
斬
新
な
作
品
を
30

年
ほ
ど
前
か
ら
制
作
し
て
い
ま
す
。
丹

精
こ
め
て
作
り
上
げ
た
作
品
は
、
海
外

で
も
人
気
が
あ
り
、
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

森
本
さ
ん
は
、「
多
く
の
方
に
根
付

を
知
っ
て
も
ら
い
、
伝
統
工
芸
を
伝
承

し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

辻
村
町
長
と
鈴
木
知
事

１
対
１
対
談

環
境
へ
の
取
組

Ｅ
Ｍ
菌
で
お
堀
を
浄
化

第
63
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

８
月
６
日
、
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
で
『
町
長
と
知
事
と
の
１
対

１
対
談
』
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
対
談
は
、
各
市
町
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
解
決
を
導
く
た
め
知
事
と

各
市
町
長
が
議
論
を
行
い
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
県
と
市
町
の
連
携
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
、
今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
来
年
７
月
の
熊
野
古
道
世

界
遺
産
登
録
10
周
年
に
向
け
、
熊
野
古

道
伊
勢
路
の
起
点
と
し
て
の
観
光
施

策
、
少
子
高
齢
化
対
策
を
主
と
し
た
若

者
の
定
住
促
進
、
下
水
道
整
備
や
農
地

の
環
境
保
全
活
動
へ
の
支
援
な
ど
様
々

な
テ
ー
マ
で
の
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
玉
城

豚
入
り
の
お
こ
わ
を
大
賀
ハ
ス
の
葉
で

包
ん
だ
中
華
ち
ま
き
が
振
る
舞
わ
れ
、ハ

ス
の
香
り
の
す
る
ち
ま
き
に
知
事
を
は

じ
め
、
来
場
者

が
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の

日
は
、『
み
え
の

現
場
・
す
ご
い

や
ん
か
ト
ー
ク
』

も
開
催
さ
れ
、

子
育
て
に
お
け

玉
城
中
学
校

毎
年
７
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
』
の
強
調
月
間
で
同
23
日
、
町
内

保
護
司
の
方
が
辻
村
町
長
を
訪
問
し
、

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達

し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
保
護
に

理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
い
う
も
の
で
す
。

町
長
は
「
保
護
司
の
み
な
さ
ん
に
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
町
と
し
て
支
援
・
協

力
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

現
在
、町
で
は
４
人
の
保
護
司
の
方
々

が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
町
内
保
護
司
の
み
な
さ
ん（
敬
称
略
）》

◦
西　
　

正
則
（
田
丸
）

◦
木
村　

幸
久
（
山
神
）

◦
光
山　

一
弘
（
世
古
）

◦
村
井　

幸
洋
（
岩
出
）

法務大臣からのメッセージを手渡す
西さん（右）と木村さん（中）

１
学
期
の
最
後
と
な
る
７
月
19
日
、

玉
城
中
学
校
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
汗
ば
む
陽
気
の
な
か
、

学
校
施
設
周
辺
に
加
え
、
田
丸
城
跡
、

田
丸
駅
の
ほ
か
保
健
福
祉
会
館
な
ど
の

公
共
施
設
周
辺
も
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
お
堀
へ
の
Ｅ

Ｍ
菌
（
多
く
の
環
境
問
題
を
解
決
し
、

健
全
な
環
境
を
生
み
出
す
有
用
微
生
物

群
）水
溶
液
の
放
流
も
併
せ
て
行
わ
れ
、

環
境
美
化
に
積
極
的
に
取
組
み
ま
し
た
。

る
悩
み
を
話
し
合
い
、
仲
間
を
つ
く
る

場
を
持
つ
「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
（
Ｎ
Ｐ
）」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
テ
ー
マ
に
知
事
、
辻
村
町
長
を
囲
ん

で
参
加
経
験
者
の
母
親
５
名
が
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。

清掃作業のようす

認定書を手にされる森本さん（右）
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○
第
35
回
東
海
大
会

（
８
月
10
日
・
愛

知
県
）

《
陸
上
部
》

☆
阿
部
圭
吾
さ
ん

（
３
年
生
）

※
棒
高
跳

◎
８
位
入
賞

☆
内
田
実
来
さ
ん

（
３
年
生
）

※
走
幅
跳

◎
24
位

第
21
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
「
原
」
チ
ー
ム
２
年
ぶ
り
に
優
勝
！

ス
ポ
ー
ツ
の
夏

地
域
や
社
会
、

家
族
や
友
達
同

士
で
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
親
睦

を
深
め
る
町
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
）
が
７
月

27
日
か
ら
４
日

間
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
圧
倒
的
な
チ
ー
ム
力
を
見
せ

た
の
が｢

原｣

チ
ー
ム
。
初
戦
か
ら
決
勝
戦
ま
で
、

持
ち
味
の
打
線
が
爆
発
。２
年
連
続
決
勝
進
出
の「
ス

ポ
少
」
チ
ー
ム
を
振
り
切
り
、
見
事
２
年
ぶ
り
の
優

勝
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
優
勝
「
原
」
チ
ー
ム
、
準
優
勝
「
ス

ポ
少
」
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

優勝した原チーム

町
内
か
ら
東
海
・
全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
が
町

長
へ
県
予
選
の
報
告
・
大
会
に
挑
ん
で
の
意
気
込
み
を

伝
え
ま
し
た
（
※
【
訪
問
日
】
☆
選
手
・
団
体
名
○
出

場
す
る
大
会
名
◎
結
果
）。

少
年
野
球

【
7
月
24
日
】

☆
Ｊ
Ｂ
Ｃ
玉
城
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

○
高
円
宮
賜
杯　

全

日
本
学
童
軟
式

野
球
大
会
（
8
月

6
～
12
日
・
東
京

都
・
明
治
神
宮
野

球
場
）

◎
準
優
勝

玉
城
中
学
校

【
８
月
２
日
】

《
水
泳
部
》

☆
早
田
京
右
さ
ん

（
２
年
生
）

※
自
由
形
４
０
０

ｍ◎
15
位

○
第
56
回
東
海
陸

上
競
技
選
手
権

大
会
（
８
月
24

～
25
日
・
静
岡

県
）

《
陸
上
部
》

☆
出
口
瑞
歩
さ
ん

（
３
年
生
）

※
棒
高
跳

☆
藤
田
祐
加
さ
ん

（
３
年
生
）

※
棒
高
跳

《
吹
奏
楽
部
》

☆
吹
奏
楽
部
員

（
40
名
）

○
三
重
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル

（
８
月
４
日
）

◎
中
学
校
Ａ
編
成

の
部　

銀
賞

8

10
21

7
21

16

7

2
6

4

6

9
8 13

0

2
11

7

チップ＆デール

B-4

原

B-5

ＭＲＫ

B-2 ＬＯＣＫ’Ｓ

B-3

１日

28日

スポ少

27日

29日

優勝
原

サンフラワー

平成25年度　第21回 町民ソフトボール大会

A-3
28日

A-4

31日

わかば

29日

31日

A-1 勝田消防団
27日

A-2 メカトロ事務所’Ｓ

B-1

A-5

チーム春さん

準優勝「スポ少チーム」

ＪＢＣ玉城スポーツ少年団のみなさん

早田さん（中央）吹奏楽部のみなさん

写真左から内田さん（３番目）・出口さん（４番目）・
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平成25年7月21日執行されました「参
議院議員選挙」玉城町開票区結果をお
知らせします。

●当日有権者数	 12,191人
●選挙区選出議員選挙
◆投票の内訳
　投票者数	 7,085人
　投票率	 58.12%
◆開票の内訳
　有効投票数	 6,830票
　無効投票数	 255票
◆候補者別得票数（届出順）
　高橋千秋	 2,907票
　小川俊介	 46票
　深尾ひろつぐ	 519票
　中川たみひで	 421票
　大津しんたろう	 100票
　吉川ゆうみ	 2,837票
●比例代表選出議員選挙
◆投票の内訳
　投票者数	 7,085人
　投票率	 58.12%

◆開票の内訳
　有効投票数	 6,835.000票
　うち得票総数	 6,834.992票
　　あん分の際切り捨てた票数	 0.008票
　無効投票数	 250.000票
◆政党別得票数（届出順）
みんなの党	 347.170票
うち政党得票数	 306.000票
　候補者得票数	 41.170票
民主党	 1,856.200票
うち政党得票数	 1,041.000票
　候補者得票数	 815.200票
新党大地	 38.000票
うち政党得票数	 16.000票
　候補者得票数	 22.000票
社会民主党	 109.000票
うち政党得票数	 　95.000票
　候補者得票数	 14.000票
生活の党	 74.000票
うち政党得票数	 59.000票
　候補者得票数	 15.000票
みどりの風	 43.183票
うち政党得票数	 22.884票
　候補者得票数	 20.299票

自由民主党	 2,389.576票
うち政党得票数	 1,848.000票
　候補者得票数	 541.576票
日本共産党	 398.275票
うち政党得票数	 335.000票
　候補者得票数	 63.275票
公明党	 711.516票
うち政党得票数	 348.000票
　候補者得票数	 363.516票
緑の党グリーンズジャパン	 47.000票
うち政党得票数	 27.000票
　候補者得票数	 20.000票
日本維新の会	 802.072票
うち政党得票数	 608.000票
　候補者得票数	 194.072票
幸福実現党	 19.000票
うち政党得票数	 16.000票
　候補者得票数	 3.000票

候補者得票数の内訳は下記のとおり
です。
※得票があった候補者のみ掲載。

届出
番号 党　派　名 候補者氏名 得票数

みんなの党
1-1  いしい　竜馬 1.018 
1-2  井上　よしゆき 4.000 
1-4  かわい　純一 2.071 
1-5  川田　龍平 4.000 
1-6  きくち　ふみひろ 2.000 
1-7  こさい　たろう 1.000 
1-8  菅原　なおとし 2.000 
1-11  ふなびき　こうこ 1.000 
1-12  本田　あきこ 1.000 
1-13  山口　かずゆき 9.000 
1-14  山本　こうじ 6.206 
1-15  渡辺　みちたろう 7.875 

民主党
2-1  あいはら　くみこ 247.000 
2-2  いがらし　文彦 8.000 
2-3  石井　一 15.272 
2-4  石上　としお 113.000 
2-5  いそざき　哲史 35.000 
2-6  大島　くすお 9.000 
2-7  奥村　てんぞう 2.000 
2-8  かの　道彦 3.000 
2-9  神本　みえ子 174.000 
2-10  かわい　たかのり 26.928 
2-11  ささき　隆博 1.000 
2-12  さだみつ　克之 37.000 
2-13  たるい　良和 3.000 
2-14  ツルネン　マルテイ 6.000 
2-15  とどろき　利治 37.000 
2-16  浜野　よしふみ 42.000 
2-17  円　より子 3.000 
2-18  やなせ　進 2.000 
2-19  吉川　さおり 43.000 
2-20  吉田　公一 8.000 

新党大地
3-1  松木　けんこう 15.000 
3-2  内山　あきら 1.000 
3-5  田宮　かいち 1.000 
3-9  鈴木　宗男 5.000 

社会民主党
4-1  又市　征治 2.000 

届出
番号 党　派　名 候補者氏名 得票数

4-2  山シロ　博治 1.000 
4-4  矢野　あつ子 11.000 

生活の党
5-1  広野　ただし 1.000 
5-3  はた　ともこ 3.000 
5-4  山岡　けんじ 2.000 
5-5  東　祥三 3.000 
5-6  みやけ　雪子 6.000 

みどりの風
6-1  谷岡　くにこ 3.000 
6-2  山田　正彦 16.299 
6-3  井戸川　かつたか 1.000 

自由民主党
7-1  赤池　まさあき 27.000 
7-2  あぜもと　しょうご 1.000 
7-3  ありむら　治子 18.000 
7-4  石井　みどり 47.751 
7-5  石田　まさひろ 37.000 
7-6  伊藤　ようすけ 2.000 
7-7  えとう　せいいち 10.000 
7-8  大江　やすひろ 1.000 
7-9  太田　ふさえ 6.000 
7-11  北村　つねお 11.000 
7-12  木村　よしお 7.000 
7-13  きむら　りゅうじ 3.000 
7-14  佐々木　洋平 4.000 
7-15  佐竹　まさあき 2.000 
7-16  佐藤　のぶあき 66.000 
7-17  佐藤　まさひさ 19.000 
7-18  山東　昭子 21.000 
7-19  そのだ　修光 1.000 
7-20  塚原　光男 1.000 
7-21  つげ　芳文 37.000 
7-22  橋本　聖子 22.000 
7-23  羽生田　たかし 14.000 
7-24  丸山　和也 10.000 
7-25  宮本　しゅうじ 67.000 
7-26  山田　としお 92.700 
7-28  わかさ　勝 4.000 
7-29  わたなべ　美樹 10.125 

届出
番号 党　派　名 候補者氏名 得票数

日本共産党
8-1  山下　よしき 19.000 
8-2  小池　晃 4.000 
8-3  紙　智子 1.000 
8-4  井上　さとし 24.000 
8-7  池内　さおり 1.000 
8-8  井沢　孝典 1.000 
8-9  江上　ひろゆき 1.000 
8-10  大西　オサム 2.000 
8-11  木村　けんじ 2.000 
8-17  山本　陽子 8.275 

公明党
9-1  若松　かねしげ 4.000 
9-2  平木　だいさく 2.000 
9-3  魚住　ゆういちろう 342.000 
9-4  山本　かなえ 8.275 
9-5  山本　ひろし 7.241 

緑の党
グリーンズジャパン

10-2  長谷川　ういこ 1.000 
10-8  木田　せつこ 1.000 
10-9  三宅　洋平 18.000 

日本維新の会
11-1  中山　恭子 59.000 
11-4  アントニオ　猪木 98.000 
11-5  伊賀　やすお 1.000 
11-6  石井　よしあき 4.072 
11-7  石川　てるひさ 1.000 
11-8  石原　結實 4.000 
11-10  うえの　公成 4.000 
11-14  川口　ひろし 6.000 
11-15  ギマ　光男 1.000 
11-22  富山　よしのぶ 1.000 
11-23  中野　正志 2.000 
11-24  にへい　ふみたか 1.000 
11-25  藤巻　健史 1.000 
11-29  矢口　けんいち 4.000 
11-30  山崎　たい 7.000 

幸福実現党
12-2  トクマ 3.000 
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総
務
た
よ
り 

防
災
特
集

総
務
課
（
５
８
）８
２
０
０
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■
防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国
一
斉
の
緊
急

情
報
伝
達
試
験
に
つ
い
て

９
月
11
日
（
水
）
午
前
11
時
ご
ろ　

と

　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
ご
ろ

の
２
回
実
施
し
ま
す
。

町
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害

時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
※
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）

に
よ
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
確
実
に
み
な
さ
ん
へ

お
伝
え
す
る
た
め
、
町
内
で
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の

試
験
を
行
い
ま
す
。

情
報
伝
達

手　
　

段
防
災
行
政
無
線
の
放
送

内　
　

容
町
内
の
各
戸
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無
線

か
ら
、
毎
週
火
・
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
定

時
放
送
よ
り
大
き
い
音
量
で
次
の
放
送
内
容
が

一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

【
放
送
内
容（
予
定
）】

「
こ
れ
は
、試
験
放
送
で
す
。」×
３

＋　
「
こ
ち
ら
は
、こ
う
ほ
う
た
ま
き
で
す
。」

＋　

防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

（
注
）町
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
様
々
な
情
報

伝
達
手
段
で
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
放
送
終
了
後
、
無
線
受
信
機
本
体
の
録
音
ラ
ン
プ

が
点
滅
し
た
ら
、
次
の
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶

❷

《作業手順》
録音○ボタンが点滅

↓
❶再生 ボタンを押す

（大きな音量が流れますのでご
注意ください）

↓
❷緊急音量解除 ボタンを押す

（音量調整ができるようになり
ます）

↓
録音された放送が終了すると録
音○ボタンの点滅が消えます。

※
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
地

震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
緊
急
情
報
を（
人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し
て
）

瞬
時
に
情
報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

～
い
ざ
と
い
う
と
き
、

頼
り
に
な
る
の
は
誰
で
す
か
？
～

○
防
災
・
減
災
の
担
い
手
は･･･

？

大
き
な
災
害
が
同
時
に
広
い
範
囲
で
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
町
や

消
防
と
い
っ
た
公
的
な
救
援（
＝
公
助
）
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
は
、近
時
の
災
害
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

初
期
消
火
や
被
災
者
の
救
出
・
救
護
な
ど
、
一
刻
を

争
う
場
面
に
お
い
て
最
も
頼
り
に
な
る
の
は
、〝
自
分
の

身
を
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る
こ
と（
＝
自
助
）〟、

そ
し
て
〝
地
域
や
近
隣
の
住
民
ど
う
し
が
協
力
し
合

っ
て
対
応
す
る
こ
と（
＝
共
助
）〟
と
言
え
ま
す
。

災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
か
ら
の
防
災
・
減
災

に
向
け
た
取
り
組
み
に
は
、
こ
う
し
た
自
助
・
共
助
・

公
助
の
繋
が
り
が
大
切
で
あ
り
、
特
に
、
自
助
・
共

助
が
主
体
と
な
る
〝
身
近
な
地
域
に
お
け
る
災
害
へ

の
対
応
力
（
＝
地
域
の
防
災
力
）〟 

の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う

こ
う
し
た
地
域
の
防
災
力
の
向
上
の
た
め
の
活
動

に
お
い
て
、
そ
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
担
う
の
が
、

自
主
防
災
組
織
で
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の

連
帯
感
に
基
づ
い
て
結
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。
普
段

は
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
や
防
災
知
識
の
習
熟

を
図
る
役
割
を
、
ま
た
災
害
時
に
は
、
自
主
防
災
組

織
の
活
動
を
通
し
た
住
民
ど
う
し
の
助
け
合
い
・
支

え
合
い
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
常
の
活
動

　

①
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

　

②
身
近
な
地
域
の
災
害
危
険
の
把
握

　

③
防
災
訓
練
の
実
施

　

④
防
災
資
機
材
等
の
備
蓄
及
び
管
理　

な
ど

災
害
時
の
活
動

　

①
災
害
関
連
情
報
の
収
集
・
伝
達

　

②
出
火
防
止
、
初
期
消
火

　

③
救
出
・
救
護

　

④
避
難
誘
導
、
避
難

　

⑤
炊
き
出
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

○
自
主
防
災
活
動
を
応
援
し
ま
す

町
で
は
、
訓
練
講
師
の
派
遣
や
訓
練
資
機
材
等
の

貸
出
し
・
提
供
、
活
動
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
活

動
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
自
主
防
災
活
動
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
そ
の
他
自
主
防
災
活
動
に

つ
い
て
の
ご
相
談
な
ど
は
、
町
総
務
課
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

町税などは、期限を守って必ず納めましょう。

■固 定 資 産 税（第３期）・・・ ９月30日（月）
～「口座振替・クレジットカード」による継続的なお支払いをご利用ください（要手続き）～

税務住民課（５８）８２０１

町税など納期のお知らせ
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○
日
頃
の
心
構
え

非
常
持
ち
出
し
品
・
備
蓄
品

災
害
発
生
時
に
備
え
て
長
期
保
存
可
能
な
備
蓄

品
を
家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
用
意
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
少
な
く
と
も
年
に
１
度
は
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。

少なくとも３日分を目安に、軽くてコンパクトなもの
を選びましょう！

食料品等
□飲料水

　（ペットボトル）

□食料

□乾パン

□クラッカー

□缶詰

□レトルト食品

衣類等
□衣類

□タオル

□毛布

□寝袋

□下着類

□上着

□三角巾

貴重品
□現金（小銭）

□預金通帳

□印鑑

□重要書類の番号

を記したもの

日用品
□手袋	 □ちり紙

□ローソク	 □マッチ

□ロープ	 □懐中電灯

□携帯ラジオ	 □乾電池

□生理用品	 □めがね

□石けん・歯磨きセット

安全対策
□ヘルメット

□防災ずきん

□救急セット

□常備薬

□厚底靴

その他
□笛

□携帯用カイロ

□保険証コピー

□簡易トイレ

あると便利なもの
□ウエットティシュ

□マスク

□ビニール袋

□携帯用浄水器

□食品ラップ

赤ちゃんや妊婦さんがいる
家庭では必要なものを追加
しましょう
□哺乳ビン・ミルク

□紙おむつ

□衛生用品

□母子手帳

○
自
主
防
災
資
機
材
等
整
備
費
補
助
金

こ
の
補
助
金
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
に
備

え
る
た
め
に
『
共
助
』
を
強
化
す
る
た
め
も
の
で
、

災
害
活
動
に
必
要
な
道
具
や
工
具
な
ど
を
自
治
区
が

購
入
す
る
場
合
、
半
額
（
食
料
に
つ
い
て
は
補
助
限

度
あ
り
）
を
町
が
補
助
し
ま
す
。

防
災
資
機
材
の
対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
治
区
で
防
災
資
機
材
を
ご
購
入
の
場
合
は
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
町
総
務
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

防災資機材（例）※下記以外については要相談

情報連絡用 電池メガホン、携帯ラジオ（いずれも乾電池含む）

消火用 バケツ、可般式散水装置、組立水槽、消火栓用ホース（格納箱・
開閉ハンドル・管鎗含む）、吸水管

避難用 懐中電灯、強力ライト、ロープ、ヘルメット、リヤカー

給食給水用
炊飯用かまど、釜、鍋、給水タンク、
備蓄用食料【備蓄用食料（消耗品）等について ･･･（世帯数×
300円）＝補助限度額】

救出救護用
梯子、テント、救急医療セット、担架、毛布、鋸、ジャッキ、
バール、ツルハシ、発電機、投光器、コードリール、エンジン
カッター、チェーンブロック、ビニールシート

その他 資機材防災倉庫（自主防災組織設立が必須）、仮設トイレ

◎
被
災
直
後
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

一
人
あ
た
り
最
低
３
日
分
の
食
料
品
や
飲
料
水

な
ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
水
は
一
人
あ
た
り
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
が
目
安
で

す
。

（例）非常持ち出し品・備蓄品リスト
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９月５日（木）	 午前中（田丸保育所・有田保育所）
９月18日（水）	 午前中（外城田保育所･下外城田保育所)

◦田 丸：（58）3077
◦外 城 田：（58）3925
◦有 田：（58）4411
◦下外城田：（58）4932

９月の園庭開放 ※お問合せは、
それぞれの保育所へお願いします。

町立保育所
園庭開放の
ご 案 内

９月の園庭開放

家庭での備え　４つのポイント
ポイント①
家の中にある食器棚、タンス、テレビ等の家電製品は、地震時には凶器に
変わることがあります。家具類を固定して、転倒・藩下防止対策を施しま
しょう。特に、寝室は安全な空間を確保しておくことが大切です。

ポイント②
災害時には電力の供給が止まってしまう可能性があります。明かりを確保
するため、懐中電灯を準備しましょう。また、正しい情報を入手するため
携帯ラジオも忘れずに準備しておきましょう。

ポイント③
食料や飲料水は家族構成に応じて３日分以上を家庭内で備蓄しておきまし
ょう。飲料水は大人１人あたり１日３ℓが目安です。また、乳幼児のいる
家庭ではミルク、哺乳瓶、離乳食等必要なものが変わるので注意が必要です。

ポイント④
災害時に常に家族が―緒にいるとは限りません。避難場所や避難経路を家
族で話合って、家族が離ればなれになった場合の集合場所や連絡方法も事
前に決めておきましょう。

地域（自主防災組織）での備え　４つのポイント
ポイント①
防災対策は、まず住民―人ひとりが防災に関心をもち、準備することが重
要です。地域に防災知識を普及させるため、みんなが集まれる楽しいイベ
ントなどを開催してみましょう。

ポイント②
防災の基本は、自分の住むまちをよく知ることです。地域内の危険箇所や
防災上の問題点を洗い出し、改善すべき点があれば対策を考えましょう。

ポイント③
防災資機材は災害発生時に活躍します。地域の実情に応じて、必要な資機
材を準備し、点検や使用方法の確認をしておきましょう。

ポイント④
防災訓練は、いざというときに的確な対応をとるために欠かせないもので
す。地域の人たちの参加を呼びかけ、地域―丸となって防災訓練を行いま
しょう。
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産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課
（
５
８
）８
２
０
４

🅰
こ
れ
は
、
消
費
者
を
あ
わ
て
さ
せ
、
お
金
を
だ

ま
し
取
ろ
う
と
す
る
『
買
え
買
え
詐
欺
』
の
新
し

い
手
口
で
す
。

こ
う
し
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

業
者
と
や
り
と
り
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

絶
対
に
お
金
を
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

脅
さ
れ
た
場
合
は
警
察
へ
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
を
!!

※
相
談
は
、
三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
電
話

０
５
９
‐
２
２
８
‐
２
２
１
２
）で
も
受
付
け
ま
す
。

〈17〉

🆀「
社
債
を
あ
な
た
名
義
で
購
入
し
ま
し
た
。」

と
の
電
話
が
あ
り
、
断
ろ
う
と
し
た
ら
、「
キ

ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
で
す
。」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

《
９
月
の
相
談
日（
専
門
員
）》

日
に
ち
：
９
月
２
・
９
・
30
日
（
月
）

時　

間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　

所
：
町
産
業
振
興
課

■
「
擬
革
紙
」
作
品
展
示
会
開
催

参
宮
ブ
ラ
ン
ド
擬
革
紙
の
会
が
平
成
21
年
か
ら
取

組
ん
で
い
た
「
擬
革
紙
」
の
復
元
に
成
功
し
ま
し
た
。

そ
の
擬
革
紙
で
作
っ
た
作
品
展
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
９
月
６
日
（
金
）
～
8
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所
：
奥
書
院
（
町
教
育
委
員
会
）

擬
革
紙
と
は　

和
紙
を
動
物
の
革
そ
っ
く
り
に

仕
上
げ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
に
は
お
伊
勢
参

り
の
土
産
物
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
擬
革
紙
は
衰
退
し
ま
し
た
が
、「
美

し
国
お
こ
し
・
三
重
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り

擬
革
紙
を
復
元
さ
せ
よ
う
と
「
参
宮
ブ
ラ
ン
ド

擬
革
紙
の
会
」
を
結
成
、
今
回
復
元
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
お
肉
の
料
理
セ
ミ
ナ
ー
開
催

食
肉
の
料
理
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
三
重
県

食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
主
催
（
後
援　

玉
城

町
商
工
会
）
で
、
消
費
者
向
け
の
料
理
セ
ミ
ナ
ー
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
に
ち
：
10
月
５
日
（
土
）

時　
　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場　
　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館
栄
養
指
導
室

募
集
定
員
：
先
着
24
名

参
加
費
：
無
料

応
募
締
切
：
９
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
。

お
申
込
み
等
詳
し
く
は
、
玉
城
町
商
工
会
（
電
話

（
５
８
）
３
２
１
１
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査

質
量
計
（
は
か
り
、
お
も
り
、
分
銅
等
）
で
取
引

や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
は
か
り
は
、
２
年
に
１
回

の
検
査
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

日
に
ち
：
11
月
７
日
（
木
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル　

会
議
室

手
数
料
：
種
類
や
能
力
に
よ
り
手
数
料
が
異
な
り
ま

す
。

対　

象
：
①
商
店
・
露
店
な
ど
の
商
品
売
買
用

②
病
院
・
薬
局
な
ど
の
調
剤
用

③
病
院
・
学
校
な
ど
の
体
重
測
定
用

④
生
産
者
の
生
産
物
販
売
・
出
荷
用

⑤
事
業
所
な
ど
の
材
料
購
入
・
製
品
販
売
用

⑥
農
協
・
漁
業
な
ど
の
物
資
集
荷
・
出
荷
用

⑦
運
送
・
宅
配
業
な
ど
の
貨
物
運
賃
算
出
用

検
査
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
三
重
県
計
量
検
定
所

（
電
話　

０
５
９
（
２
２
３
）
５
０
７
１
）
ま
た
は

町
産
業
振
興
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
獣
害
フ
ォ
ー
ラ
ム

９
月
は
、「
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物
へ
の

被
害
に
つ
い
て
考
え
る
月
間
」
で
す
。
次
の
と
お
り

三
重
県
の
主
催
に
よ
り
「
野
生
獣
に
よ
る
農
林
産
物

へ
の
被
害
に
つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
に
ち
：
９
月
16
日
（
月
）・
17
日
（
火
）

場　

所
：
伊
勢
安
土
桃
山
文
化
村（
伊
勢
市
二
見
町
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
三
重
県
農
林

水
産
部
獣
害
対
策
課
（
電
話　

０
５
９
（
２
２
４
）

２
０
１
７
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
田
丸
に
ぎ
わ
い
市

日
に
ち
：
９
月
23
日
（
月
・
祝
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　

所
：
お
城
広
場

※
詳
し
く
は
、
新
聞
折
込
広
告
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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上
下
水
道
た
よ
り

上
下
水
道
課
（
５
８
）８
２
０
７

■
９
月
１
日
か
ら
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

区
域
が
拡
大
し
ま
す
。

９
月
１
日
か
ら
三
ツ
橋
、
城
西
、
西
世
古
、
野
篠
、

蚊
野
、
蚊
野
茶
屋
、
矢
野
、
山
神
、
岡
出
、
上
玉
川
、

下
玉
川
、
日
向
、
岡
村
、
門
前
、
坂
本
、
井
倉
、
中

楽
、
久
保
、
伊
勢
団
地
、
宮
古
の
各
一
部
地
域
で
新

た
に
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

供
用
開
始
後
、
処
理
区
域
で
は
原
則
３
年
以
内
に

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

接
続
工
事
は
町
の
指
定
を
受
け
た
工
事
店
し
か
で
き

ま
せ
ん
（
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。
工
事
を
依
頼
す
る
際
は
、

後
に
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
よ
う
見
積
り
や
内
容
を
十
分

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
接
続
工
事
に
か
か
る
費
用
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
（
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

詳
し
く
は
、
町
上
下
水
道
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

平成25年度　公共下水道供用開始予定

H24.12.14作成

下水道全体計画区域
行政区域界

凡　　　例

既供用区域
平成25年3月31日供用開始区域
平成25年9月 1日供用開始区域

※集中浄化槽を設置している団地等については無着色

宮川17号接続点

宮川16号接続点

宮川14号接続点
宮川13号接続点

宮川12号接続点

宮川15号接続点

宮川
流域
下水
道宮
川幹
線

宮川11号接続点

（平成25年７月31日現在）

人のうごき ◦人口　15,594人（32人）
　【うち日本人　15,382人（25人）】

◦男　7,557人（14人）	 ◦女　8,037人（18人）
　【うち日本人7,535人（14人）】	 　【うち日本人7,847人（11人）】

◦世帯数　5,536世帯（14世帯）
　【うち日本人世帯　5,352世帯（８世帯）】
　（　）は７月１日以降の増減
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平成25年度　公共下水道供用開始予定

H24.12.14作成

下水道全体計画区域
行政区域界

凡　　　例

既供用区域
平成25年3月31日供用開始区域
平成25年9月 1日供用開始区域

※集中浄化槽を設置している団地等については無着色

宮川17号接続点

宮川16号接続点

宮川14号接続点
宮川13号接続点

宮川12号接続点

宮川15号接続点

宮川
流域
下水
道宮
川幹
線

宮川11号接続点

平成25年度　公共下水道供用開始予定区域
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生
活
福
祉
た
よ
り
①

生
活
福
祉
課
（
５
８
）８
２
０
３

■
平
成
26
年
度
保
育
所
入
所
申
込
み
受
付
け
が

ま
も
な
く
は
じ
ま
り
ま
す

平
成
26
年
度
町
立
保
育
所
（
外
城
田
・
田
丸
・
有

田
・
下
外
城
田
）
の
入
所
申
込
み
を
次
の
と
お
り
受

付
け
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

入
所
年
齢
：
６
カ
月
児
～
就
学
ま
で
の
児
童

【
受
付
】

日
に
ち
：
10
月
1
日
（
火
）
～
3
日
（
木
）

時　
　

間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

【
申
込
資
格
】

児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
が
65
歳
未
満

の
場
合
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て

い
る
家
庭

②
昼
間
に
居
宅
内
で
幼
児
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以

外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る
家
庭

③
母
親
が
出
産
な
ど
で
保
育
が
で
き
な
い
家
庭

④
そ
の
他
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
家
庭

※
就
労
証
明
が
な
い
場
合
は
受
付
を
い
た
し
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】

入
所
申
込
書
（
※
期
間
前
か
ら
各
保
育
所
、
町
生

活
福
祉
課
に
備
付
け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
就

労
証
明
書
を
添
え
て
期
間
内
に
入
所
を
希
望
す
る
保

育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
申
込
書
を
保
育
所
へ
提
出
時
、
面
接
を
行
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
を
同
伴
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
25
年
度
在
籍
の
児
童
は
新
た
に
申

込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
日
、
就
労
調
査
を

行
い
ま
す
。

【
入
所
決
定
】

入
所
申
込
書
お
よ
び
就
労
証
明
書
な
ど
を
審
査
の

う
え
、
平
成
26
年
１
月
下
旬
に
入
所
決
定
し
ま
す
。

【
保
育
料
】

世
帯
の
平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
平
成
25
年

度
町
民
税
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

【
申
込
書
の
配
布
】

各
保
育
所
、
町
生
活
福
祉
課
窓
口
に
備
付
け
ま

す
。

【
各
保
育
所
定
員
】

◦
外
城
田　
　
　
　

１
８
０
人

◦
田　

丸　
　
　
　

２
０
０
人

◦
有　

田　
　
　
　

１
０
０
人

◦
下
外
城
田　
　
　

１
０
０
人

０
歳
児
保
育
は
、
外
城
田
保
育
所
の
み
実
施

【
問
合
せ
先
】

町
生
活
福
祉
課　

電
話
（
５
８
）
８
２
０
３

ま
た
は
各
保
育
所

　
　

外
城
田　
　
　

（
５
８
）
３
９
２
５

　
　

田　

丸　
　
　

（
５
８
）
３
０
７
７

　
　

有　

田　
　
　

（
５
８
）
４
４
１
１

　
　

下
外
城
田　
　

（
５
８
）
４
９
３
２

◆
保
育
所
と
は
…

保
育
所
と
は
、
保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
た
り
、

あ
る
い
は
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
な
ど
の
た
め
、
家

庭
で
十
分
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
を
、
家

庭
の
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
施
設
で
す
。

■
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
障
が
い
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

◆
助
成
を
受
け
る
に
は
・
・
・

〔
県
内
の
医
療
機
関
等
〕

受
診
す
る
と
き
、
窓
口
で
「
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
県
外
の
医
療
機
関
等
〕

領
収
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
生
活
福
祉
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
に
ご
加
入
の
方
は
、
医
療
機
関

等
窓
口
で
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
を
更
新
し
ま
す

「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
」
を
毎
年
９
月
１
日

に
更
新
し
ま
す
。
新
し
い
受
給
資
格
証
を
８
月
下
旬

か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
の
切
れ
た
受
給

資
格
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
ご
加
入
の
方
は
受

給
資
格
証
が
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
保
険
証
や
振
込
み
先
等
の
変
更
が
あ
る
場

合
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
町
生
活
福
祉
課
へ
お

申
出
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
助
成
の
対
象

対 象 医 療 費 対　象　者 区　　分

病気やケガなどで病院
を受診（入通院）、また
は保険調剤薬局等で院
外処方箋による薬をも
らった時に、窓口で支
払う保険診療の自己負
担分

※ 1　入院時の食事療
養費標準負担額を
除きます。

※ 2　健康保険組合等
で付加給付制度が
ある場合は、その
額が控除されます。

◦身体障害者手帳１級から４級の方
◦療育手帳の障害程度が最重度、

重度若しくは中度の方
◦精神障害者手帳 1 級の方（通院

のみ対象）
※所得制限があります。

障がい者医療費

◦18 歳未満児（年度末）を扶養し
ている一人親家庭の父母及びそ
の児童

◦父母のいない18 歳未満児

ひとり親家庭等
医療費

◦小学校６年生（12 歳年度末）ま
での子ども

〔平成 24 年 8 月診療分までは、小
学校 3年生までが対象〕

子ども医療費
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■
元
気
バ
ス
の
予
約
も
で
き
る

　
「
見
守
り
用
携
帯
電
話
」
の
貸
出
し
開
始

緊
急
通
報
の
機
能
を
持
っ
た
高
齢
者
向
け
『
見
守

り
携
帯
電
話
』
の
貸
出
し
を
、
こ
の
ほ
ど
は
じ
め
ま

し
た
。

こ
の
携
帯
電
話
は
、
外
出
時
な
ど
に
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
付
属
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
引
い
た
り
、

ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
す
る
こ
と
で
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
つ
な
が
り
、
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
に
安
心

し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

対
象
者
：
町
内
に
居
住
す
る
70
歳
以
上
の
方
、
も
し

く
は
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

（
た
だ
し
、
元
気
バ
ス
の
利
用
に
は
登
録

が
必
要
で
す
）

利
用
者
負
担
額
（
月
額
）

基
本
料
金
６
９
５
円
＋
通
話
（
信
）
料

見
守
り
の
概
要

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間
（
祝
日
・

年
末
年
始
は
対
象
外
）
で
、
緊
急
時
に
町
社
会
福
祉暦の上ではすでに秋ですが、猛暑厳しい今日この

頃、熱中症だけでなく、体力低下のないよう徹底し
た対策をお願いします。

８月６日、知事との対談（本紙面Ｐ３ピックアッ
プ参照）では、若者の活躍の場づくり、下水道事業
の推進、農地の保全対策、来年７月の熊野古道世界
遺産登録十周年に向けた支援をお願いしました。
特に知事は国の少子化対策のメンバーになっている

こともあり、同日開催された「三重の現場すごいやん
かトーク」での※ＮＰ参加者との意見交換では、自治体
では県内唯一の取組みに大変共感をいただきました。
昨年２月から既に84名が受講されましたが、こ

の講座に参加して、子育てに自信が生まれ、余裕を
もって優しく子供に向き合えるようになったことな
ど、お母さん自身が大きく成長されたと語っておら
れた事が大変印象に残りました。
地道な活動ですが、引続き取組んでいきますので、

ぜひご参加ください。

８月 12 日、ＪＢＣ玉城スポーツ少年団が全日本
学童軟式野球大会（高円宮賜杯）において準優勝に
輝きました。昨年の日本一に続いての快挙です。大
舞台での貴重な経験は選手の皆さんの大きな財産に
なると思っています。

まだまだ暑い日が続きます。ご自愛ください。

８月13日　町長室にて

■
24
時
間
見
守
り
機
器
に
も
携
帯
電
話
機
を
採

用
し　

選
択
肢
拡
大

現
在
、
町
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
で
安
否
確
認
を
必

要
と
す
る
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
緊
急
通
報
装

置
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
固
定

電
話
に
接
続
す
る
こ
と
で
緊
急
時
に
、
警
備
会
社
に

よ
る
24
時
間
緊
急
対
応
が
可
能
な
も
の
で
す
が
、
上

記
の
『
見
守
り
携
帯
電
話
機
』
を
活
用
し
、
同
様
に

24
時
間
緊
急
時
対
応
も
可
能
に
な
り
、
い
ず
れ
か
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
携
帯
電
話
機
の
場
合
、
自
宅
内
だ
け
で
な
く

外
出
先
（
役
場
を
中
心
と
す
る
半
径
10
キ
ロ
圏
内
）

で
の
緊
急
通
報
に
も
対
応
が
可
能
な
こ
と
が
大
き
な

特
徴
で
す
。

詳
し
く
は
、
町
生
活
福
祉
課
（
５
８
）
８
２
０
３

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※「ＮＰ（ノーバディーズパーフェクト）」とは
０歳から５歳までの子どもをもつ親を対象に、参

加者がそれぞれに抱えている悩みや関心のあること
をグループで話し合いながら､ 必要に応じてテキス
トを用い､自分にあった子育ての仕方を学ぶもので、
同年齢の子どもを持ち、共通の興味や関心をもつ
人々と出会うことができる安心できる場を親に提供
するプログラムです

協
議
会
職
員
が
駆
け
つ
け
ま
す
。

申
込
先
：
町
生
活
福
祉
課（
５
８
）８
２
０
３
ま
た
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会（
５
８
）６
９
１
５

サイズ　縦８㎝×横５㎝
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■「
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

「
野
外
焼
却
」（
法
律
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に
従
わ

ず
に
廃
棄
物
の
焼
却
す
る
こ
と
）
は
、『
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
』
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

野
外
焼
却
を
行
っ
た
者
は
５
年
以
下
の
懲
役
、

一
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。（
法
人

に
あ
っ
て
は
、
一
億
円
以
下
の
罰
金
）

ま
た
、
野
外
焼
却
の
未
遂
や
、
野
外
焼
却
を
行
う

目
的
で
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
し
た
者
に
も
罰

則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

「
野
外
焼
却
」
に
は
、
地
面
で
直
接
焼
却
を
行
う

場
合
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・

素
掘
り
の
穴
・
法
で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
（
ご
み

を
焼
却
室
で
摂
氏
８
０
０
℃
以
上
の
状
態
で
燃
や
す

こ
と
の
で
き
る
も
の
等
）
を
満
た
し
て
い
な
い
焼
却

炉
で
の
焼
却
行
為
な
ど
も
含
ま
れ
、
一
般
家
庭
で
の

ご
み
の
焼
却
行
為
は
ほ
と
ん
ど
「
野
外
焼
却
」
に
該

当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
野
外
焼
却
、
禁
止
の
理
由

野
外
焼
却
を
行
う
と
、
大
量
の
煙
や
臭
い
が
発
生

し
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
支
障
を
き
た
し
、「
近
所

で
草
木
を
燃
や
し
て
煙
た
い
」「
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」
な
ど
、
ご
近
所

同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
野
外
焼
却
で
は
通
常
焼
却
温
度
が
２
０
０

℃
～
３
０
０
℃
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
た
め
、
燃
や

す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
原
因
に

な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
野
外
焼
却
、
禁
止
の
例
外

次
に
掲
げ
る
も
の
で
公
益
上
若
し
く
は
社
会
の
慣

例
上
や
む
を
得
な
い
ま
た
は
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
与
え
る
影
響
が
軽
微
で
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の
管
理
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

例
…
河
川
敷
の
草
焼
き
、
道
路
そ
ば
の
草
焼
き

②
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、

応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

例
…
災
害
等
の
応
急
対
策
、
火
災
予
防
訓
練

③
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め

に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

例
…
正
月
の
「
し
め
縄
、
門
松
等
」
を
焚
く
行
事

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

例
…
焼
き
畑
、
畔
の
草
お
よ
び
下
枝
の
焼
却

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ

れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

例
…
落
ち
葉
焚
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

※
た
だ
し
、
野
外
焼
却
の
例
外
で
あ
る
農
業
の
た
め

の
刈
草
や
稲
わ
ら
の
焼
却
、
地
域
的
慣
習
に
よ
る

催
し
、
宗
教
上
の
行
事
に
伴
う
焼
却
に
お
い
て
も

近
所
に
迷
惑
を
掛
け
る
よ
う
な
行
為
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
混
ざ

ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
た
よ
り
②

生
活
福
祉
課
（
５
８
）８
２
０
３

⃝小型焼却炉やドラム缶など ⃝庭先や空き地でのごみの焼却

⃝一斗缶やレンガ・ブロック囲いを使用したごみの焼却など

■
健
康
長
寿
料
理
教
室

日
に
ち
：
９
月
９
日
（
月
）

時　

間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館

内　

容
：
長
寿
の
た
め
の
元
気
料
理

対　

象
：
町
在
住
の
方

定　

員
：
20
人

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

参
加
費
：
３
０
０
円

締　

切
：
９
月
５
日
（
木
）

※
ご
希
望
の
方
は
、
町
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
歯
っ
ぴ
い
教
室

町
で
は
、
む
し
歯
予
防
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
歯
っ
ぴ
い
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
９
月
５
日
（
木
）

時　

間
：
午
後
1
時
30
分
～

（
受
付
午
後
1
時
15
分
～
）

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館

内　

容
：
講
話
・
寝
か
せ
み
が
き
実
習

歯
科
健
診
（
歯
科
医
師
）

フ
ッ
化
物
塗
布
体
験
（
歯
科
衛
生
士
）

対　

象
：
平
成
23
年
５
月
１
日
～
７
月
31
日
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回
欠
席
さ
れ
た
お

子
さ
ん

参
加
費
：
無
料

※
該
当
の
お
子
さ
ん
に
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
、
９
月
４
日
（
水
）
ま
で
に
町
保

健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
事
業
・
食
改
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）８
０
０
０

（例）禁止されている野焼き
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■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち
：
９
月
10
日
（
火
）・
20
日
（
金
）・
30
日
（
月
）

時　

間
：
午
後
１
時
～
３
時

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館

相
談
員
：
民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
人
権

擁
護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日
に
ち
：
９
月
11
日
（
水
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

内　

容
：
新
聞
紙
で
遊
ぼ
う
!!!

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日
に
ち
：
９
月
19
日
（
木
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

対　

象
：
０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち
：
９
月
18
日
（
水
）

場　

所
：
さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち
：
９
月
25
日
（
水
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
５
８
）６
９
１
５

社
協
た
よ
り

場　

所
：
梅
が
お
か
児
童
館

時　

間
：
午
後
３
時
30
分
～
４
時

　
■『
ふ
く
し
を
支
え
る
勉
強
会
』開
催
の
お
知
ら
せ

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
は
、
み
ん

な
の
願
い
で
す
。

こ
の
勉
強
会
は
、
助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
大
切

さ
を
再
確
認
し
、
ま
た
新
た
な
気
づ
き
を
一
緒
に
共

有
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
障
が
い
者
が
地
域
で
暮
ら

す
と
い
う
こ
と
」
で
す
。

当
事
者
の
方
に
お
話
を
お
伺
い
し
、
理
解
を
深
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
９
月
14
日
（
土
）

時　

間
：
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

講　

演
：
講
師　

松
田　

愼
二
さ
ん

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
み
え　

理
事
長
）

対　

談
：
◦
松
田　

愼
二
さ
ん

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
み
え　

理
事
長
）

◦
西
川　

恒
夫
さ
ん

　
（
玉
城
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
会
長
）

◦
中
世　

立
夫
さ
ん

　
（
宮
の
里
ミ
タ
ス
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ム
生
活
介
護
事
業
所
主
任
）

子
育
て
支
援
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）８
０
０
０

■
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

　
　
　

～
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
～

カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
た
、
子
育
て
中
の
親
を
支
援
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て

い
る
悩
み
や
関
心
の
あ
る
こ
と
を
、
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
子
育
て
の
仕
方
を
見

つ
け
て
い
き
ま
す
。

日
に
ち
：
10
月
１
日
（
火
）
～
11
月
５
日
（
火
）

毎
週
火
曜
日
・
全
６
回
講
座

午
前
10
時
～
正
午

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館

対　

象
：
１
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の
方

で
、
全
日
程
参
加
で
き
る
方
。

定　

員
：
12
名
程
度

参
加
費
：
無
料（
飲
み
物
代
と
し
て
１
回
１
０
０
円
）

託　

児
：
無
料　

※
要
予
約

※
ご
希
望
の
方
は
９
月
27
日（
金
）ま
で
に
子
育
て
総

合
支
援
室（
保
健
福
祉
会
館
）へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
子
育
て
講
座
「
身
体
の
使
い
方
講
座
」

日
に
ち
：
10
月
２
日
（
水
）・
23
日
（
水
）・
30
日
（
水
）

11
月
６
日
（
水
）・
12
月
４
日
（
水
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
11
時
20
分

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館

参
加
者
の
声

●
自
分
一
人
で
答
え
を
見
つ
け
よ
う
と
頑
張
り

す
ぎ
ず
、思
い
き
っ
て
他
の
人
に
頼
っ
た
り
、

意
見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

●
い
ろ
ん
な
人
に
も
ら
っ
た
意
見
を
聞
く
だ
け

で
な
く
、
実
際
に
実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
心
強
い
先
輩
マ
マ
た
ち
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
、
う
れ
し
い
で
す
。

玉
城
町
長
杯
囲
碁
大
会

町
文
化
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
囲
碁
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
ハ
ン
デ
ィ
戦
で
行
い
ま
す
の
で
、
初
級

の
方
も
奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
９
月
29
日
（
日
）

受　

付
：
午
前
９
時
30
分
～
50
分

場　

所
：
町
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

参
加
費
：
５
０
０
円
（
18
歳
未
満
の
方
は
無
料
）

※
昼
食
（
軽
食
）
も
準
備
い
た
し
ま
す
。

表　

彰
：
優
勝
（
町
長
杯
）・
２
位
・
３
位

詳
し
く
は
、
玉
城
碁
会
・
髙
田
元
弘
さ
ん　

電
話

（
５
８
）
４
３
７
０
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象
：
未
就
園
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

内　

容
：
自
分
の
体
の
使
い
方
や
ク
セ
を
知
り
、
日

常
の
生
活
に
生
か
し
て
い
く
講
座

定　

員
：
15
組
（
先
着
順
・
初
め
て
の
方
優
先
）

講　

師
：
杉
山
依
史
登
さ
ん
（
整
体
師
）

保
護
者
向
け
の
講
座
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
に
は
、
託
児
も
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
子
育
て
総
合
支
援
室
（
保
健
福

祉
会
館
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
９
月
９
日
か

ら
申
し
込
み
開
始
）
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■
大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で

お
金
を
貸
し
た
り
、
不
動
産
を
売
っ
た
り
、
貸
し

た
り
す
る
と
き
は
契
約
書
を
作
り
ま
す
。
し
か
し
、

せ
っ
か
く
作
成
し
て
も
後
に
な
っ
て
、
契
約
し
た
覚

え
が
な
い
、
内
容
が
お
か
し
い
な
ど
で
、
紛
争
が
生

じ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
言
書
に
つ
い

て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
、「
公
正
証
書
」
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
公
正
証
書
に
は
法
律
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
力
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
紛
失
し
た

り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
書
き
換
え
ら
れ
た
り
す
る
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

公
正
証
書
に
つ
い
て
の
相
談
は
無
料
で
す
。ま
た
、

そ
の
内
容
を
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
公
証
役
場
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

伊
勢
公
証
役
場

〒
５
１
６-

０
０
３
７　

伊
勢
市
岩
渕
２
丁
目
５

番
１
号　

三
銀
日
生
ビ
ル
３
階

■
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期　

間
：
９
月
21
日
～
30
日

●
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日　

９
月
30
日

■
追
突
の
原
因
と
な
る
車
間
距
離
不
保
持
を
し

て
い
ま
せ
ん
か

高
速
道
路
や
自
動
車
専
用
道
路
に
お
い
て
車
間
距

離
保
持
義
務
に
違
反
（
車
間
距
離
不
保
持
）
し
た
運

転
手
に
対
し
て
は
、
反
則
金
と
違
反
点
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。

車
間
距
離
を
保
持
せ
ず
に
走
行
す
る
行
為
は
交
通

事
故
を
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
安
全
な
速
度

と
車
間
距
離
を
守
り
交
通
事
故
防
止
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

■
警
察
官
を
騙
る
詐
欺
事
件
に
注
意

警
察
官
を
騙
り
「
振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
を
捕
ま

え
た
が
、
共
犯
者
が
あ
な
た
の
口
座
を
狙
っ
て
い
る
。

預
金
を
預
か
り
に
行
く
の
で
全
額
引
き
出
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
信
用
さ
せ
、
現
金

を
騙
し
取
る
と
い
う
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

警
察
が
現
金
を
引
き
出
す
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ

っ
た
と
き
は
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
９
月
11
日
は
「
警
察
安
全
の
日
」

犯
罪
の
被
害
、
事
件
事
故
の
未
然
防
止
な
ど
に
関

す
る
相
談
や
要
望
、
警
察
官
の
職
務
執
行
に
関
す
る

苦
情
を
警
察
総
合
相
談
電
話
ま
た
は
各
警
察
署
の
警

察
安
全
相
談
室
で
受
付
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
：
警
察
安
全
相
談
室　

０
５
９（
２
２
４
）

９
１
１
０
ま
た
は
＃
９
１
１
０
（
通
話

有
料
）

受
付
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

日
に
ち
：
９
月
26
日
（
木
）

受　

付
：
午
後
1
時
～
3
時

場　

所
：
県
伊
勢
庁
舎
（
相
談
室
１
）

内　

容
：
精
神
科
医
・
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
伊
勢
保
健
所
地
域
保
健
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

伊
勢
保
健
所
地
域
保
健
課
（
２
７
）５
１
４
８

教
育
委
員
会
た
よ
り

教
育
委
員
会
（
５
８
）８
２
１
２

■
第
58
回
町
民
体
育
祭
参
加（
出
場
）チ
ー
ム

募
集

10
月
13
日
（
日
）【
予
備
日
14
日
、20
日
】
に
「
第

58
回
町
民
体
育
祭
」
を
お
城
広
場
（
旧
田
丸
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
開
催
し
ま
す
。

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
「
①
ジ
ャ
ン
ボ
な
わ
と
び
」、

「
②
団
体
対
抗
リ
レ
ー
」
の
参
加
（
出
場
）
チ
ー
ム

を
募
集
し
ま
す
。

①
ジ
ャ
ン
ボ
な
わ
と
び

資　

格
：
７
人
一
組
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

内　

容
：
１
分
間
に
何
回
跳
べ
る
か
を
競
い
ま
す

締　

切
：
９
月
20
日
（
金
）

②
団
体
対
抗
リ
レ
ー

資　

格
：
中
学
生
以
上
で
、
町
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
さ
れ
て
い
る
方
。

内　

容
：
お
城
広
場
に
用
意
し
た
芝
生
の
ト
ラ
ッ
ク

を
１
人
１
周
×
５
人
（
必
ず
40
～
50
歳
代

を
２
名
以
上
チ
ー
ム
に
含
め
る
こ
と
）
の

リ
レ
ー
に
よ
り
順
位
を
競
い
ま
す
。
参
加

は
男
女
問
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
女
性
及
び

50
歳
代
は
ハ
ン
デ
（
ワ
ー
プ
ゾ
ー
ン
）
を

設
け
ま
す
。

そ
の
他
：
決
勝
は
６
チ
ー
ム
で
行
い
ま
す
。
参
加
チ

ー
ム
多
数
の
場
合
は
予
選
有
。
予
選
、
決

勝
含
め
「
団
体
対
抗
リ
レ
ー
」
は
午
前
中

に
終
了
す
る
予
定
。

締　

切
：
９
月
27
日
（
金
）

申　

込
：
①
②
と
も
町
教
育
委
員
会
（
村
山
龍
平
記

念
館
内　

電
話
（
５
８
）
８
２
１
２
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
５
８
）
７
５
８
８
）
へ

伊
勢
警
察
署
た
よ
り

伊
勢
警
察
署
（
２
０
）０
１
１
０
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法的な困りごとは
「法テラス」へ

伊
勢
公
証
役
場
（
２
８
）６
５
０
６

10
月
１
日
～
７
日
は

「
公
証
週
間
」
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消
防
た
よ
り

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課
（
２
５
）１
２
６
８

■
平
成
25
年
度　

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙

種
第
４
類
と
丙
種
試
験

日
に
ち
：
11
月
17
日
（
日
）

場　
　

所
：
伊
勢
市
神
田
久
志
本
町
１
７
０
４
番
地

皇
學
館
大
學

願
書
受
付
期
間
：
９
月
19
日
（
木
）
～
30
日
（
月
）

申
込
方
法
：
願
書
（
消
防
本
部
、
本
署
、
各
分
署
、

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
）
へ
必
要
事
項

を
記
入
し
、
財
団
法
人　

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
宛
へ

た
だ
し
、
電
子
申
請
の
場
合
は
、
９
月

16
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
9
月
27
日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で

そ
の
他
：
会
場
へ
は
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
あ
な
た
が
で
き

る
こ
と

伊
勢
市
消
防
本
部
で
は
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
家
庭

の
パ
ソ
コ
ン
等
で
ｅ
─
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
電
子
媒
体
を
利
用
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
）
を

受
講
さ
れ
る
と
講
習
時
間
が
一
時
間
短
縮
さ
れ
ま
す
。

（
ｅ
─
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
伊
勢
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
）

ｅ
─
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
さ
れ
た
場
合
は
受
講
完

了
証
明
書
を
お
持
ち
の
上
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

各
講
習
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

申
込
方
法
：
救
命
講
習
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
伊
勢
市
消
防
本
部
へ
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
伊
勢
市
消
防
本
部
ま
た
は

伊
勢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
取
得
で

き
ま
す

詳
し
く
は
、
伊
勢
市
消
防
本
部
消
防
課
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

伊
勢
市
消
防
本
部　

消
防
課
（
２
５
）
１
２
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
９
）
０
１
３
４

E-m
ail　

syo-syoubou@
city.ise.m

ie.jp

伊
勢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.ise.m

ie.jp/4317.htm

講習日時 講習場所

普通救命
講習Ⅰ

９月18日（水）　13時30分～16時30分 御薗総合支所庁舎
３階災害対応室

10月１日（火）　13時30分～16時30分 御薗総合支所庁舎
３階災害対応室

10月23日（水）　13時30分～16時30分 御薗総合支所庁舎
３階災害対応室

※ｅ－ラーニング受講者は開始時間が14時30分～になります。
※上記以降も毎月２回の普通救命講習Ⅰを開催しています。詳細は
伊勢市ホームページをご覧ください。
普通救命
講習Ⅱ

10月17日（木）　13時00分～17時00分
消防本部
２階会議室

※ｅ－ラーニング受講者は開始時間が14時00分～になります。
上級救命
講習

12月11日（水）　９時00分～18時00分
消防本部
２階会議室

※ｅ－ラーニング受講者は開始時間が10時00分～になります。

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
の
ご
案
内

　

皇
學
館
大
学
教
育
学
部
健
康
科
学
研
究
室

（
２
２
）８
１
４
８

■
皇
學
館
大
学
教
育
学
部
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

参
加
者
募
集

期　
　

間
：
10
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
25
日
の

６
カ
月
間

時　
　

間
：
午
前
10
時
～
11
時

場　
　

所
：
皇
學
館
大
学　

８
１
２
教
室

内　
　

容
：
食
事
指
導
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

応
募
・
参
加
条
件
：

20
～
64
歳
の
女
性
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上　

②
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
が
90
㎝

以
上　

③
健
康
診
断
で
、
高
血
圧
や
高
血
糖
、
脂
質

異
常
（
高
脂
血
症
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
）、

高
血
圧
と
さ
れ
、
医
師
か
ら
減
量
を
勧
め
ら
れ
て
い

る
。（
た
だ
し
減
量
す
る
こ
と
や
運
動
す
る
こ
と
が

禁
忌
で
な
い
方
）。

説
明
会
（
申
込
ま
れ
た
方
の
み
）

９
月
20
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午

参
加
費
用
：
４
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
ス
ポ

ー
ツ
保
険
代
な
ど
）

定　
　

員
：
20
人

申
込
期
間
：
９
月
２
日
（
月
）
～
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

平
日
・
土　

10
時
～
17
時

※
定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
終
了
に
な

り
ま
す
。

申
込
方
法
：
皇
學
館
大
学
教
育
学
部

健
康
科
学
研
究
室

電
話　

０
８
０-

４
０
７
６-

６
５
９
９

（
事
務
所
携
帯
）
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全
国
一
斉
に
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」
の
強
化
週
間
を
次
の
期
間
に
実
施
し
ま
す
。

期　
　

間
：
９
月
９
日
（
月
）
～
15
日
（
日
）

時　
　

間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
電
話
：
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

《
全
国
統
一
》

■
踏
切
設
備
の
な
い
場
所
で
の
線
路
横
断
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
海
松
阪
工
務
区
管
内
で
は
、
最
近
、
踏
切

設
備
の
な
い
場
所
で
列
車
通
過
直
前
横
断
が
発
生
し
、

列
車
が
急
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
歩
間
違
え
ば
重
大
な
死
傷
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

踏
切
設
備
の
な
い
場
所
で
の
線
路
横
断
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、
踏
切
設
備
の
な
い
場
所
で
危
険

と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
フ
ェ
ン
ス
、
警
告
板
等
を

設
置
し
て
警
告
し
て
い
ま
す
。

近
く
の
踏
切
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
合
せ
は
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
三
重
支
店

松
阪
工
務
区
０
５
９
８
（
２
１
）
５
６
５
７
へ
。

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
三
重
支
店
松
阪
工
務
区

０
５
９
８
（
２
１
）５
６
５
７

Ｊ
Ｒ
東
海（
松
阪
工
務
区
管
内
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

■「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」講
習
会
参
加
者
募
集

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を

ス
テ
キ
な
堆
肥
に
!!

日
に
ち
：
９
月
28
日
（
土
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
：
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

〒
５
１
５
‐
０
５
０
５　

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

持
ち
物
：
蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋

深
さ
＝
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

定　

員
：
30
名
（
１
家
族
１
名
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
み
：
９
月
10
日
（
火
）
か
ら
受
付
開
始

■「
不
用
品
交
換
情
報
コ
ー
ナ
ー
」を
開
設
し
ま
す
！

「
ゆ
ず
り
ま
す
」「
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
情

報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。物
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、

資
源
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

情
報
は
、
９
月
２
日
（
月
）
か
ら
館
内
の
掲
示
板

で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　

電
話

（
３
８
）
２
８
０
０
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
た
よ
り

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
３
８
）２
８
０
０

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

０
５
９
（
２
２
８
）４
１
９
３

　

南
伊
勢
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
南
伊
勢
）（
３
７
）３
１
２
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
南
伊
勢
で
は
、
離
職
者
の

方
々
が
早
期
に
再
就
職
が
で
き
る
よ
う
企
業
で
の
生

産
現
場
の
実
態
に
即
し
た
も
の
づ
く
り
分
野
に
特
化

し
た
標
準
６
カ
月
の
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

訓
練
職
種
、
訓
練
期
間
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
、
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
南
伊
勢
、
伊
勢
市
小
俣
町
明
野

６
８
５
、
電
話
０
５
９
６
（
３
７
）
３
１
２
１
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
の

お
知
ら
せ

平成25年度 公共職業訓練受講生募集のご案内（募集期間：10月～12月）

入所月 訓練科名 定員 訓練期間 入所月対応
職業訓練ガイダンス 入所面談

11月

電気設備科 20 	 平成26年
11月15日（金）～５月20日（火）

９月20日（金）
10月４日（金）
10月18日（金）

10月25日（金）
住宅リフォーム技術科 15

テクニカルオペレーション科 17 	 平成26年
11月29日（金）～５月30日（金）

10月４日（金）
10月18日（金）
11月１日（金）

11月８日（金）

12月 機械加工科 15 	 平成26年
12月５日（木）～６月23日（月）

10月４日（金）
10月18日（金）
11月１日（金）

11月８日（金）

平成26年
１月 溶接技術科 15 平成26年	 平成26年

１月７日（火）～６月30日（月）

11月１日（金）
11月22日（金）
12月６日（金）

12月13日（金）
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日
に
ち
：
９
月
19
日
（
木
）
～
20
日
（
金
）

場　

所
：
三
重
建
労
伊
勢
支
部
第
二
会
館

受
講
料
：
７
，
５
０
０
円

定　

員
：
60
人

申　

込
：
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

(

伊
勢
市
一
之
木
４
丁
目
６
４
４
‐
３
）

印
鑑
・
受
講
料
・
写
真
２
枚
（
２
・
５
×
３
・
５
㎝
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
９
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
　

所
：
三
重
県
司
法
書
士
会
館
３
階

津
市
丸
之
内
養
正
町
17
番
17
号

相
談
方
法
：
面
談
（
予
約
不
要
）
お
よ
び
電
話
相
談

０
５
９
（
２
４
６
）
６
５
７
１

※
当
日
の
み

相
談
内
容
：
老
後
の
心
配
ご
と
や
財
産
管
理
・
生
活

支
援
な
ど
に
関
し
て
の
成
年
後
見
制
度

の
利
用
に
つ
い
て
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
問
題
の
相
談

主　
　

催
：
三
重
県
司
法
書
士
会

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
み
え
支
部

三
重
県
社
会
福
祉
士
会

図書館だより図書館だより
～新着図書のお知らせ～

玉城町図書館 （58）8212

空もようやく秋色を帯びて、いわし雲が夕
日に染まって美しい色合いを見せてます。日
中はまだまだ暑い日が続きますが、いかがお
過ごしでしょうか。
玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取
り揃え、皆さんのご来館をお待ちしています。
どうぞご利用ください。なお、新規でご利用
の方は図書カードの登録が必要です。
（身分証明書をご持参ください）

●購入図書
渡辺淳一「愛ふたたび」、宮部みゆき「泣
き童子」、池井戸潤「ようこそ、わが家へ」、「オ
レたちバブル入行組」「オレたち花のバブル
組」、柚木麻子「ランチのアッコちゃん」
実　用
松田悠介「グーグル・ディズニーよりも働
きたい教室」、渡辺和子「置かれた場所で咲
きなさい」、下田昌克他「今日」、村山士郎「い
じめのきもち」、主婦の友社編「人気料理ブ
ロガー大集合！みんなのズバ早！」、山本ゆ
り「カフェごはん３」、江田証「医者が患者
に教えない病気の真実」、昭文社編「まっぷ
るエリア版滋賀・びわ湖」
児童書
はやみねかおる「怪盗クイーンと悪魔の錬
金術師バースディパーティ前篇」、窪寺恒己
「深海の怪物ダイオウイカを追え」、日下部敬
之「チリメンモンスターをさがせ！」
絵　本
内田麟太郎「おばけでんしゃ」、倉部今日
子「ヤドカリだんちのなみでんしゃ」、杉田
比呂美「うちわぱたぱた」、小野寺悦子「ど
ろんばあ」
紙芝居
高家博成「あぶらぜみのあぶちゃん」、礒
みゆき「ぼくんだもん！」

この他、課題図書など多数揃えました。
ぜひご利用ください。
読みたい本のリクエストがありましたら下
記へお願いします。（予算、内容に照らし、
購入を検討させていただきます。）

県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
（
２
３
）５
５
３
５

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

技
能
講
習
会

無
料
成
年
後
見
相
談
会

三
重
県
司
法
書
士
会　

０
５
９
（
２
２
４
）５
１
７
１

有 料 広 告

住宅ローンコンサルティング　久保ＦＰ事務所へ一度ご相談を！

実際に喜んで頂いたお客様の例です！（住宅ローン 当初借入れ2400万円　築5年）

・相談前　住宅ローン返済　月々 ７.６万円　ボーナス ９.１万円
・相談後　住宅ローン返済　月々 ６.４万円　ボーナス ７.３万円
※10年間で支払い総額約180万円減額、10年後の残債予定額約45万円減額
　10年間で200万円以上の支払いコストを削減する事が出来ました！
お客様の状況により、支払いコストを削減する事が、出来ない場合もございます。先ずは一度相談下さい。

完全予約制となっています。相談日時等は連絡後決定させていただきます。

住宅ローンコンサルティング　久保ＦＰ事務所へ一度ご相談を！
住宅ローンアドバイザーが中立的な立場で提案致します！住宅ローンアドバイザーが中立的な立場で提案致します！

〒519-0414
度会郡玉城町佐田422-3
ＴＥＬ・ＦＡＸ ０５９６－５８－５８０６
携帯　０９０－７０２１－４１２４
e-mail　fpgblovers@yahoo.co.jp

初回相談料は、お客様の相談内容やご要望をお聞きする
　ため、無料とさせていただきます。

有料相談に移行する場合は、サービス内容、料金を明確に
　表示させていただきます。

コンサルティング内容にご満足いただけない場合は、相談
　料をいただきません。
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	 子育て	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備考

９月２日(月） ぴよぴよ
サロン 10：30～11：30 保健福祉会館 「産後の心と身体のケア」

わらべうたあそび、絵本
生後２カ月～６カ
月のお子さん ―

９月９日（月） はいはい
サロン 10：30～11：30 保健福祉会館 「赤ちゃんの寝ることについて」

わらべうたあそび、絵本
７カ月～ 11 カ月
のお子さん ―

９月17日（火） 1 歳のひろば 10：30～11：30 保健福祉会館 わらべうたあそび 1 歳のお子さん ―

９月27日（金） ２歳児のお子さん
集まれー！ 10：30～11：30 保健福祉会館 ３B 体操であそぼう 2 歳・3 歳のお子

さん ー

毎週月曜日
　～金曜日

子育て支援
タイム

「にこにこ」
10：00～15：00 保健福祉会館

（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊びながら、親
子、親同士が楽しくふれあう場です。
また子育ての不安や悩みの相談にも応
じます。

子育て中の親子
（おじいちゃん・
おばあちゃんも
大歓迎）

―

第１金曜日
「すくすく測定日」
身体計測ができ
ます。

	 保健（母子）	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備考

９月11日（水） １歳６か月児
健康診査

12：50～13：20
（受付時間） 保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・

身体計測・問診など

H24.1.1～H24.2.28
生まれのお子さん
前回未受診のお子さん

―
該当児には
個人通知し
ます。

９月12日（木） 子ども相談 10：00～17：00
（受付時間） 保健福祉会館 臨床心理士による育児相談・

必要に応じて発達検査等
乳幼児・小中学生の
お子さんと保護者 要 １人１時間

程度です。

９月12日（木）
19日（木） 乳幼児相談

12日
10：00～11：30

19日
10：00～11：30
午後：おっぱい相談のみ

保健福祉会館

身体計測・離乳食や子育て全般
に関する相談
助産師のおっぱい相談（19日
のみ）

生後 2 カ月～未
就園のお子さん ―

おっぱい相談
の み 予 約 が
必要。

９月12日（木） ７カ月児相談 13：00～13：15
(受付時間） 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会さん
の絵本の読み聞かせ・身体計測・
問診・離乳食の相談・育児相談

H25.1.16～H25.2.15
生まれのお子さん
前回未受診のお子さん

―
該当児には
個人通知し
ます。

９月25日（水） 離乳食教室
（中期～完了期） 10：20～11：30 保健福祉会館 離乳食についての講話と

試食・絵本の読み聞かせ
１歳６カ月から２歳
６カ月までのお子さん 要

	 保健（成人）	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 料金

９月４日（水） 健康相談 9：30～10：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に関する
相談 40歳以上の方 ― 無料

９月25日（水） 健診後健康相談 13：30～15：30 保健福祉会館 健診の結果説明
血圧測定、検尿（希望者）

人間ドック・特定健康
診査を受診した方 要 無料

　　Ｈ26年
５月～３月 乳がん検診 医療機関の

実施時間内 玉城病院

<30～64歳> (水)・(土)
マンモグラフィ・超音波・視触診
<65歳～> (月)(火)(木)(金)
マンモグラフィ・視触診

30歳以上の女性 ① 無料（※）

６月～12月

胃がん検診 医療機関の
実施時間内

久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院
胃カメラ・バリウムの選択 40歳以上の方 要 2,700円

大腸がん検診 医療機関の
実施時間内

神戸クリニック・
久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院

便潜血検査（２日法） 40歳以上の方 ② 200円（※）

肺がん検診 医療機関の
実施時間内

久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院
胸部レントゲン検査 40歳以上の方 ③ 400円

子宮頸がん検診 医療機関の
実施時間内 伊勢市内医療機関 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性 ④ 1,400円（※）

①申込書を玉城病院へＦＡＸ・郵送または持参。申込書は、玉城病院・生活福祉課・保健福祉会館にあります。
②中嶋医院のみ要予約　　③玉城病院以外要予約　　④生活福祉課で発行する受診券（もしくはクーポン券）が必要

（※）がん検診推進事業（クーポン券での無料検診）も実施しています。対象の方には５月下旬にクーポン券を発送済です。

■ 子育て支援＆保健事業カレンダー■ 保健福祉会館（58）8000
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地
域
包
括
支
援
室
（
５
８
）７
３
７
３

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
町
地
域
包
括
支
援

室
で
す
。

日
頃
み
な
さ
ん
は
物
忘
れ
が
気
に
な
っ
た
り
、

テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
出
演
者
の
名
前
が
思
い
出
せ

な
か
っ
た
り
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

歳
を
重
ね
る
と
、
新
し
い
こ
と
を
覚
え
に
く
く

な
っ
た
り
す
る
の
は
、
普
通
に
起
こ
り
う
る
こ
と

で
す
が
、
中
に
は
「
認
知
症
」
と
い
う
病
気
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
も
の
忘
れ
テ
ス
ト
で
は
問
題

が
な
く
て
も
、
季
節
に
合
っ
た
服
を
着
る
こ
と
が

出
来
な
い
・
料
理
が
作
れ
な
く
な
っ
た
・
道
に
迷

っ
て
帰
れ
な
く
な
っ
た
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

認
知
症
だ
と
最
近
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

国
の
試
算
で
は
、
80
歳
以
上
に
な
る
と
３
人
に

１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
30
歳
代
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
誰
が
な
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
知

症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
た
り
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
や
周
り
の
方
の
関
わ
り
方
に
よ
っ
て
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
、
穏
や
か
に
生
活
し
て
い
く
こ
と

も
可
能
で
す
。

町
で
は
認
知
症
の
予
防
、
認
知
症
の
人
と
そ
の

ご
家
族
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
恒
例
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

み
ん
な
で
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
誰
も
が
笑
顔
で
生
活
で
き
る
町
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
地
域
包
括
支
援

室
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

開 催 日 開催時間 場　所 内　　容 対　象　者

９月７日（土）
10：00
～16：30

保健福祉会館
研修室

家族支援について
～声かけの
　仕方など～

サポーターさくら・介護サービス
事業者・その他関心のある方

【サポーターさくらスキルアップ講座】

10月５日（土）
13：30
～15：30

下外城田小
体育館

認知症について
認知症の予防

一般住民
第１回サポーター養成講座

10月26日（土）
13：30
～15：30

下外城田小
体育館

認知症の人への
対応方法
地域でできること

一般住民
第２回サポーター養成講座

12月７日（土）
13：30
～15：30

ふれあい
ホール

「老いるというこ
と」と認知症

一般住民【福寿学級】
第３回サポーター養成講座
講師：織部　裕明氏（精神科医）

度会郡玉城町勝田4016-3（旧勘兵衛茶屋）

0596-58-9375
営業時間 9：30～18：00

９月イベント情報
９月22日（日）10：00～

☆城ギャラリー☆
宇津木 守写真展 祝 富士山「世界文化遺産」登録
 　 平成の富嶽

毎月第４日曜日は、楽しいイベント盛りだくさん！

『グスクの殿様市』
　“山の幸・海の幸勢揃い”

TEL・FAX
※この販売処は国の緊急雇用創出事業および
　三重県南部地域活性化基金を活用しています。

期 間：９月15日（日）まで ※ 出品者・ギャラリー利用者を募集中！　
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三
十
五
〈
農
民
考
案
の
促
成
栽
培

役
人
の
潰
し
に
遇
う
〉

後
二
十
数
年
経
過
す
る
と
、
新
時
代
を
迎
え
る
天
保
時

代
の
こ
と
で
あ
る
。

十
七
世
紀
半
ば
（
慶
安
年
代
）
ま
で
の
農
村
の
大
勢
は
、

ほ
ぼ
自
給
自
足
の
生
活
が
本
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
効
率
の
高
い
農
具
（
鍬
・
鋤
・
千
歯
扱
き
）
や
、

肥
料
（
干
鰯
・
油
粕
）
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
又
、
種
子
（
菜

種
・
綿
）
を
購
入
す
る
た
め
、
貨
幣
が
必
要
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、自
給
自
足
の
生
活
か
ら
、貨
幣
経
済
へ
足
を
つ
っ

こ
み
、
商
品
生
産
に
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
売

れ
る
商
品
を
作
り
、
貨
幣
を
入
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
が
、そ
こ
に
は
、大
き
な
障
害
が
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
た
。

紀
伊
徳
川
家
の
農
村
統
治
の
根
幹
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
、
米
穀
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
増
収
を
基
本

と
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
般
的
な
農
産
物
の

商
品
化
は
抑
制
す
る
方
針
が
取
ら
れ
た
。
農
村
へ
の
商
品

の
流
入
を
防
止
す
る
傾
向
も
強
く
、
商
人
の
村
へ
の
出
入

り
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
大
豆
・
小
豆
・
甘
薯
等
の
栽
培

も
、
地
域
に
よ
り
差
は
あ
る
も
の
の
、
全
面
的
に
栽
培
禁

止
か
、
特
例
と
し
て
、
栽
培
の
申
請
を
し
た
う
え
で
、
た

と
え
ば
、
米
麦
の
不
作
時
の
代
替
え
作
物
と
し
て
、
許
可

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
煙
草
は
、
寛
永
時
代
の
終
わ
り

頃
、
田
畑
へ
の
植
え
付
け
が
中
止
さ
れ
た
た
め
、
荒
れ
地

で
し
か
栽
培
は
出
来
な
か
っ
た
。
木
綿
や
菜
種
は
、
享
保

時
代
あ
た
り
か
ら
、
方
針
が
変
わ
り
重
要
視
さ
れ
、
栽
培

が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、

或
る
程
度
は
、
時
勢
に
即
応
し
て
対
策
を
打
ち
出
し
た
の

で
、
自
給
自
足
の
、
い
わ
ゆ
る
自
然
経
済
が
緩
や
か
に
な

り
、
貨
幣
を
手
に
入
れ
て
、
そ
の
貨
幣
で
生
活
に
必
要
な

物
資
を
購
入
す
る
貨
幣
経
済
へ
進
ん
で
い
っ
た
。

が
、
一
気
に
時
勢
が
変
貌
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
、
公
儀
（
幕
府
）
か
ら

発
せ
ら
れ
た
お
達
し
を
、
そ
の
儘
、
時
の
勢
州
領
代
官
小

杉
仙
右
衛
門
は
、
田
丸
組
下
六
組
当
番
の
増
田
専
蔵
へ
、

次
の
様
な
書
付
を
送
り
、
下
々
ま
で
、
触
れ
る
よ
う
に
指

示
を
出
し
た
。
こ
の
文
書
は
、
江
戸
期
の
支
配
者
側
の
農

業
施
策
の
基
本
と
農
民
の
目
敏
い
根
性
を
象
徴
し
て
い
る

典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
『
萬
歳
留
』
か
ら

野
菜
も
の
季
節
い
た
ら
ざ
る
内
、
売
買
致
間
敷
き
旨
前
々

か
ら
相
触
れ
候
趣
も
こ
れ
あ
る
と
こ
ろ
、
近
来
初
物
を
好

み
候
儀
増
長
致
し
、
殊
更
料
理
茶
屋
等
ニ
て
ハ
、
競
り
合

い
求
め
、
高
値
の
品
調
理
致
し
候
段
不
埒
の
事
ニ
候
、
た

と
え
ば
、
き
う
り
茄
子
い
ん
げ
ん
さ
さ
け
の
類
そ
の
他
も

や
し
も
の
ト
唱
え
、
雨
障
子
を
か
け
、
苞
（
ツ
ト
）
ニ
て

仕
立
て
、
或
い
は
、
室
の
内
炭
函
を
用
い
養
い
立
て
、
年

中
時
候
外
れ
に
売
り
出
し
候
段
、
奢
侈
（
シ
ャ
シ
・
贅
沢

を
導
く
基
ニ
て
売
り
出
し
候
者
も
不
埒
ニ
）
候
間
、
以
来

も
や
し
初
物
ト
唱
え
る
野
菜
類
は
決
し
て
作
り
出
し
申
す

間
敷
く
候
旨
在
々
へ
も
相
触
れ
候
条
、
そ
の
旨
を
存
じ
堅

く
売
買
致
す
間
敷
く
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　

―
略
―

若
し
相
背
き
候
者
こ
れ
有
る
に
お
い
て
は
吟
味
の
上
急
度

咎
め
申
し
付
け
る
べ
く
候
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

右
の
書
付
の
要
点
を
述
べ
る
と
、

◦
最
近
は
、
野
菜
物
の
初
物
と
称
し
て
、

自
然
栽
培
よ
り
早
く
売
買
し
、
暴
利
を
得
て
い
る
者
が
あ

る
。
こ
れ
は
不
埒
（
不
法
）
で
あ
る
。
障
子
・
苞
・
炭
等

を
使
い
、
時
候
外
れ
の
野
菜
を
作
り
、
売
買
す
る
こ
と
は
、

罷
り
成
ら
ぬ
。
世
の
中
が
贅
沢
に
な
る
基
（
モ
ト
）
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
背
く
な
ら
ば
、
取
り
調
べ
た
う

え
で
、
き
つ
い
咎
め
（
ト
ガ
メ
・
罰
）
を
申
し
付
け
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

庶
民
が
贅
沢
な
品
物
に
眼
が
眩
ん
で
、
浪
費
し
貯
え
を

な
く
し
て
し
ま
え
ば
、
飢
饉
を
む
か
え
た
と
き
、
困
窮
す

る
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　

次
回
へ
続
く
。

【
提
供
者　

加
納
利
和
】

玉
城
町
上
田
辺
の
上
山
秀
郎
さ
ん
よ
り
「
福
祉
事

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
町
に
約
２
，
５
０
０
万

円
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８
月
15
日
（
木
）
に
は
ご
自
宅
へ
訪
問
し
、
木

製
の
感
謝
状
と
特
産
品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

《
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
７
／
１
～
７
／
31
）》

串
田 

米
吉
様
・
小
坂
井 

多
恵
子
様
・

山
口 

智
徳
様
・
水
野 

清
二
様
・

三
ツ
池 

章
人
様
・
長
谷
川 

輝
久
様
・

酒
井 

健
次
様
・
仲
山 

市
朗
様
・
荒
井 

貞
夫
様
・

中
西 

俊
光
様
・
小
林 

正
信
様
・
川
森 

康
博
様
・

井
田 

弘
様
・
堀
元 

隆
二
様

ほ
か
60
名
の
方
か
ら
、
総
額
７
５
０
，
０
０
０

円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
お
名
前
は
、
公
表
可
能
な
方
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
。

※
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
に
つ
い
て
は
町
Ｈ
Ｐ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

感謝状を手にされる上山さん（右）
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町内（自治区主催）の行事やイベントなど取材依頼をお待ちしています。
日にち・時間・場所・連絡先をお伝えください。

たまきチャンネル CATV
123ch

片付け
仕事
片付け
仕事

不要品の
処分

不要品の
処分

遺品の
整理
遺品の
整理

家具移動
タンス１本から
家具移動
タンス１本から

有 料 広 告

たまきチャンネル 8月25日～9月24日

たまきチャンネル プログラム
時 内　　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7
00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組
0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②
7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

2 00 番組終了

議会放送
（議会終了まで）

閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

【８月３１日】	 ◦第 4回語り継ごう戦争体験
【９月　７日】	 ◦ 2歳児のお子さんあつまれ！
【９月１４日】	 ◦「擬革紙」作品展示会
【９月２１日】	 ◦体育祭（玉城中学）

文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

特別番組（毎月１・16日更新）

【９月　１日～１５日】
•自衛隊サマーコンサート

【９月１６日～３０日】
•知事と町長の１対１対談

知っ得、納得（毎月５・20日更新）

【９月　５日～１０月　４日】
•保育所入所について

【９月２０日～１０月１９日】
•赤い羽根共同募金について

議会放送（終了まで）

町議会が開催される当日午後９時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前９時から再放送をします。

○ 番組に関するお問合せ…
役場総務課　電話（５８）８２００

○ 放送に関するお問合せ…
㈱アイティービー　電話（２７）０７００

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。
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玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

診療内容のお知らせ	 玉城町国民健康保険玉城病院（58）3039

診 療 時 間　午前８時45分～正午
　　　　　　　午後３時〜５時
受 付 時 間　午前８時～11時45分
　　　　　　　（皮膚科は11時30分まで）
　　　　　　　午後２時30分～４時45分

総合相談窓口　面談	 　受付でお申込みください。
電話相談　午前９時～午後４時　（58）3039

ご 案 内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により休診または担当医が変わることがあります。

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45 ～
12：00

内　　科 三重大学
循環器内科 循環器内科 三重大学

循環器内科

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 野口 総合診療

本泉院長
総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長

特殊外来
三重大学

皮膚科
９：00～12：00

三重大学
眼科

9：00～11：30

午後
3：00 ～

5：00

外　　科 野口 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

三重大学
外科

総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りする場合がありますのでご了承ください。
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■玉城町役場
TEL 58-8200	 FAX 58-4494

●総務課	 TEL 58-8200
●税務住民課	 TEL 58-8201
●生活福祉課	 TEL 58-8203
●産業振興課	 TEL 58-8204
●建設課	 TEL 58-8205
●上下水道課	 TEL 58-8207
●出納室	 TEL 58-8210
●議会事務局	 TEL 58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）
TEL 58-8212	 FAX 58-7588

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

■玉城病院
TEL 58-3039	 FAX 58-7299

■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設
TEL 58-3770	 FAX 58-3790

●訪問看護ステーション	 TEL 58-8117●訪問介護ステーション	
●居宅介護支援事業所	TEL 58-8822
■地域包括支援室（地域包括支援センター）
TEL 58-7373	 FAX 58-7625

■保健福祉会館（子育て総合支援室）
TEL 58-8000	 FAX 58-8688

■さくら児童館
TEL 58-8527	 FAX 58-8528

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　　所：伊勢市八日市場町13-1 伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596-25-8795
診 療 日：平日夜間、日曜、祝日
診療時間：昼間　午前10時～正午・午後１時～５時　　夜間　午後７時30分～10時
三重県地域救急医療情報センターコールセンター：電話０５９６－２８－１１９９

看護師・看護助手募集中�
※詳しくは玉城病院へお問合せください。

有 料 広 告 有 料 広 告

●車いすに乗ったまま乗降できます。
●貸出します 車椅子、ストレッチャー（介助料として）

▪車いす…無料　 ▪ストレッチャー…1回 1,000円
▪リクライニング車いす…1回 500円

●通院・転院又は買い物・冠婚葬祭 等 利用できます。
●初乗り 1.5kmまで630円 以後303ｍまでごとに100円

▪時速10km以下の場合 110秒までごとに100円
▪送迎回送料 1回100円　▪時間制・貸切もあります。

☎ 

福祉タクシー やまや福祉タクシー やまや

■梅がおか児童館
TEL 58-8345	 FAX 58-8346

■いなほの郷児童クラブ室
TEL 58-3956	 FAX 58-3956

■つつじが丘児童クラブ室
TEL 58-7699	 FAX 58-7699

■中央公民館
TEL 58-6331	 FAX 58-7755

■アスピア玉城
●玉城ふれあいの館
TEL 58-8800	 FAX 58-8801

●ふるさと味工房アグリ
TEL 58-8686	 FAX 58-8687

■社会福祉協議会
TEL 58-6915	 FAX 58-6916

■元気バス	 TEL 58-8181

福祉会館まで

玉
城
弘
法
温
泉


